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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
県
議
会
議
員
一
期
目
の

ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。旧
年
中
は
、

度
重
な
る
真
心
の
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　議
会
役
職
も
、土
木
建
築
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
最
大
規
模
と
い
わ
れ
る
昨
年
の
台
風
十
九
号

は
、
河
川
の
決
壊
、
越
水
等
、
全
国
的
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
河
川
改

修
、
港
湾
、
ダ
ム
の
整
備
を
始
め
と
し
た
防
災
、

減
災
の
取
り
組
み
に
大
き
く
関
わ
る
委
員
会
で
あ

り
、
ま
た
山
口
県
を
何
と
か
元
気
に
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
大
命
題
を
頂
戴
し
、「
ま
ち
の
賑
わ
い
」

を
取
り
戻
す
都
市
計
画
に
関
わ
る
の
も
本
委
員
会

の
所
管
事
項
で
あ
り
ま
す
。
大
変
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
と
も
に
、
ど
こ
ま
で
も
一
人
を
大
切

に
、
皆
様
の
暮
ら
し
、
安
全
、
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

様
々
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　新
春
に
先
立
ち
、
愛
す
る
故
郷
・
生
ま
れ
育
て

て
頂
い
た
宇
部
市
の
た
め
に
、若
輩
で
す
が
、し
っ

か
り
と
働
い
て
参
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
が
心
か
ら
安
心
し
、
喜
び
、
笑

顔
で
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
励
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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＊地域の身近な問題、くらし、介護のご相談など、
お気軽にご連絡ください。
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宇部生まれ、宇部育ち！ ひとりの声を大切に！県政報告

５月・初登庁 ５月・全員協議会 ６月・初の一般質問 ９月・議場の自席において 10月・決算特別委員会・山口警察署 11月・定例議会・一般質問

定例議会
一般質問
ダイジェスト

猶野　克（なおの すぐる）
Suguru Naono
山口県議会議員
【プロフィール】
1980年 恩田幼稚園　卒園
1986年 宇部市立西岐波小学校　卒業
1989年 宇部市立西岐波中学校　卒業
1992年 宇部フロンティア大学付属香川 
　　　 高校　卒業
1997年 創価大学法学部法律学科卒業
1997年 ITコンサルタント勤務
　 （～2011年）※1年間、語学留学
2011年 国分寺市議会議員（初当選）
厚生委員会、建設環境副委員長を歴任
2015年 国分寺市議会議員（2期目）
総務委員長、議会運営委員長を歴任
2019年 山口県議会議員（初当選）
土木建築委員会所属

その他の一般質問項目

●交通環境の整備について
（１）県外からの誘客に向けた交通環境
　  の整備について
（２）県内の交通ネットワーク機能強化の
　  推進について
●自転車を活用した一体的な施策の推
　進について
●所有者不明土地及び空き家対策につ
　いて
●防災対策について
（１）プッシュ型支援について
（２）外国人への災害時情報提供体制の
　  充実について
●高齢者に対するうそ電話詐欺防止対
　策について
●不妊治療への支援について
●地域で活躍する若者への支援につい
　て

A）今年度からは新たに、相手国を紹介する物産展の開催をは
じめ、カウントダウンボードの設置やパブリックビューイングな
ど、多様な交流の促進や大会の機運を高める取組についても
支援することとしており、こうした取組を通じて経済効果の拡
大にもつなげていく。また、誘客に向けた魅力発信については、
両大会の開催を視野に入れ、情報を幅広く発信できるＳＮＳを

一層効果的に活用していくこととしている。具体的には、本県の魅力あふれる写真を観光
客からインスタグラムに投稿していただく取組を、年間を通じて実施するとともに、海外ブ
ロガーの招聘により、外国人に訴求力の高い観光情報を積極的に発信していく。加えて、こ
うしたＳＮＳによる情報発信を円滑に行うことができるよう、公衆無線ＬＡＮの一層の充実
を図っていく。県としては、市町や関係団体等と緊密に連携し、両大会を活用した県内経済
の活性化や本県の魅力発信に積極的に取り組んでいきたい。

A）クラウドファンディングを活用したふるさと納税は、寄附金
の使途を事業として具体的に明示し、目標金額も設定すること
から、寄附者は自身の思いを直接形にすることができ、寄附へ
の動機付けが高まるなど、より訴求力のある手法と受け止めて
いる。活用に向けては、広く仕組みの周知を図ることも含め、
しっかりとした準備を行う必要があると考える。現在の「つなが

る。やまぐち応援寄附金」については、今後も、取組の実績等を踏まえ、寄附の使い道などを
定期的に見直すこととしており、その中で、クラウドファンディング型のふるさと納税のあり
方についても検討していく。

A）今後は、来年４月に全ての県立高校にコミュニティ・スクール
を導入することを踏まえ、大学教授等の学校運営協議会への
参画を進め、地域などの課題を解決する課題解決型の学習を
カリキュラムに位置付けることで、学習活動の更なる充実を図
るとともに、地域貢献につながる取組も一層進めていく。コミュ
ニティ・スクールの取組も活用しながら、高校と大学の連携を

推進することで、学習活動を始めとする教育活動の充実はもとより、「地域に愛され、地域
とともにある学校づくり」を進めていく。

A）本県ゆかりの若手企業経営者と知事との意見交換会や、県
内企業と首都圏企業との交流会を開催するなど、人的ネット
ワークを最大限活用した取組も行っている。誘致の受け皿につ
いては、市街地におけるオフィスビル等の空室状況や、中山間
地域における古民家や空き校舎など、オフィスに転用可能な施
設の情報を地元市町と共有し、企業の多様なニーズに対応でき

る体制を整備している。県としては、今後とも、情報発信、ネットワーク、受入体制の充実強
化を図ることにより、ＩＴ関連企業やサテライトオフィス誘致の更なる推進に積極的に取り
組んでいきたい。

A）災害時に防災拠点や避難所となる公共施設について、各施
設が有する防災上の機能を充実することは、災害への対応力
の強化につながるものであり、情報通信機能の確保も、重要な
取組と考える。特に、近年においては、スマートフォンやタブレッ
ト端末が急速に普及し、住民は、屋外であっても、行政が発信す
る防災情報に加え、交通機関の運行状況といった必要な情報の

入手や、ＳＮＳによる家族との連絡などを容易に行うことができる。Wi-Fi環境については、
固定電話や携帯電話の回線が輻輳等のために利用できない場合でも、住民が情報を受発
信することを可能とし、災害時の情報伝達手段を確保する上で、有効であると考える。情
報通信機能の確保をはじめ、公共施設の更なる防災力の強化に努め、災害に強い県づくり
を一層推進していく。

A）県では、国保連合会と連携して、抽出ツールとそのマニュア
ルを改良し、操作方法の研修を実施していく。また、医師等で構
成する糖尿病対策推進委員会から保健指導に関する助言を受
け、県と国保連合会が開催する保健師等の研修会のカリキュラ
ムに取り入れることにより、市町の保健担当者のスキルアップ
を図る。さらに、市町の体制面の課題に対応するため、国や県の

交付金を活用して、受診勧奨や保健指導を医療機関等へ委託することも可能としている。
こうした県版プログラムに基づく取組に併せて、糖尿病などの早期発見に欠かせない特
定健診の受診について、市町と連携しながら、様々な手法により、幅広い世代に周知を
図っていく。県としては、引き続き、県医師会や国保連合会等、関係団体の協力も得なが
ら、市町における糖尿病重症化予防の取組が推進されるよう環境整備に努めていきたい。
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Q1.国内外の誘客推進と山口の魅力発信について

Q２．クラウドファンディングを活用した
　　　　　　　　　ふるさと納税の推進について

Q３．高校と大学との連携推進について

Q6. 糖尿病の重症化予防について

Q5. 公共施設の更なる防災力強化について　

Q4. 若者の雇用創出による地方創生について


